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図10 第8時の学習において働いた見方・考え方
5. 成果と課題
5. 1授業構想について
本研究仮説にあるように，見方 ・考え方を働かせる「教
材化」と「問い及び学習過程」という大きく 2つの視点を
もって，授業構想を行うことで，子どもが見方・考え方を
働かせながら学習する姿を具現化できることが明らかに
なった。また，その方法論についても明らかになってきた。
「教材化」の際には，まず，学習で扱う社会的事象を子
どもが働かせる見方 ・考え方の視点をもって分析するこ
とが大切である。また，そのためには，子どもたちが働か
せるとよい「見方・考え方」を想定しておく必要がある。
「問いや学習過程」を考える際にも同様なことが言える。
子どもたちが学習において見方 ・考え方を働かせるため
には，想定した見方・考え方が働くよう，「問い」を構成
する必要があり，それらの問いを「考察」「構想」の学習
過程に適切に位置づける必要がある。
しかし， 一方で課題もある。問いを適切に学習過程に位
置付ける際にどのようなことを考え，位置付ければよい
のかという点については明らかにできなかった。今後そ
の点を明らかにしていく必要がある。
5. 2働かせる見方・考え方の再吟味について
特に「構想」の学習過程において働く見方・考え方とし
て，「実現可能性」，「多角的」，「Win¥Vin」など見方 ・考え
方が「納得解」をつくり出す際に働き，重要であることが
わかった。今後の課題としては，それらの見方・考え方が
「地理的」「歴史的」「関係的」な見方 ・考え方の中に位置
づくのか，それとも他のカテゴリとしてつくるべきなの
かについての吟味する必要がある。
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